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研究成果の概要（和文）：本研究は、遺伝子解析を含めた大規模コーホート研究を支援すること

を目的とする。具体的には 2005 年から開始された日本多施設共同コーホート研究を主として支

援した。全国 9研究グループが本研究費の助成を受け、参加者を募集した。生活習慣および健

診結果の情報と血液検体が収集され、参加者のがん罹患と死亡を 2025 年まで追跡する。2010

年 1月末において 48,000 人が 9研究グループにより登録された。 
 
研究成果の概要（英文）：This project aims to support a large-scale cohort study including 
genetic analysis. On concrete, it mainly supports Japan Multi-institutional 
Collaborative Cohort Study launched in 2005. Nine research groups supported by this grant 
have been enrolling the participants. The study has been collecting the information on 
lifestyle and measurements obtained at a health checkup, as well as blood samples. Cancer 
incidence and deaths among the participants will be followed until 2025. As of January 
2010, 48,000 individuals have been registered by the nine research groups. 
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 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 127,800,000    0 127,800,000 

2006 年度 143,400,000    0 143,400,000 

2007 年度 143,400,000    0 143,400,000 

2008 年度 143,413,620    0 143,413,620 

2009 年度 139,900,000    0 139,900,000 

総 計 697,913,620    0 697,913,620 
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１．研究開始当初の背景 

遺伝子型情報と生体指標を用いた大規模
コーホート研究がいくつかの国において計
画実施されている。1993年に開始されたEPIC
はヨーロッパ 9ヶ国から 48万人の参加者の

データと 39万人の血液を保管し、イギリス
では 50万人の登録を目標とした Biobank が
当時計画されていた。米国には、CPS-II 
(Cancer Prevention Study II)、Nurses’ 
Health Study など、いくつかのコーホート研
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究が血液サンプルを保有し、遺伝子型とがん
リスクとの関連を報告していた。 

わが国においては、1988 年に開始された
Japan Collaborative Cohort Study が血清か
らの生体指標に関する研究を行っているが、
遺伝子型検査を行う検体は保管していなか
った（ただし、一部の参加研究グループでは
同意を得た DNA が保管されていた）。1990 年
に開始された Japan Public Health 
center-based Cohort (JPHC) Study は遺伝子
型が測定できる血液を保管し、わが国で遺伝
子多型を用いた疫学研究が可能なコーホー
ト研究であるが、遺伝子多型研究の着手には
いたっていなかった。放射線影響研究所が実
施している被爆者の追跡調査はわが国にお
ける貴重なコーホート研究であり、多くの成
果を報告していた。 

遺伝子解析を行うための大規模なコーホ
ート研究はわが国においても必要であり、本
研究はこれを支援するためのものであった。
具体的には、がんを中心とした生活習慣病予
防を目的とした日本多施設共同コーホート
研究（J-MICC Study）が 2005 年に開始され、
この「分子疫学コーホート研究の支援に関す
る研究」は、このコーホート研究を主に支援
してきた。 
 
２．研究の目的 

「分子疫学コーホート研究の支援に関す
る研究」が支援する日本多施設共同コーホー
ト研究は、体質を考慮したがんを含む生活習
慣病の予防対策に必要な基礎資料を提供す
ることを目的としている。環境要因は遺伝的
背景と密接に関連しながら生体に変化を引
き起こし、疾病リスクに影響を与える。生活
習慣および遺伝子型と生体指標との関連を
測定し、更に疾病発生に関連する組み合わせ
を探索し検証することは、生活習慣病予防の
ために必要である。生活習慣の改善により予
防が可能となる対象者を特定することによ
り、疾病予防対策の根拠を提供することがで
きる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本研究では、がん発生およびその他の生活
習慣病死亡に関連する生活習慣、遺伝子型、
生体指標（血液成分）の影響とその交互作用
を探索検証する調査（追跡調査）、罹患・死
亡に先行して変動する生体指標、とくに臨床
前担がん状態を反映する生体指標を探索検
証する調査（発病前診断研究）、参加時に集
められた生活習慣、遺伝子型、生体指標の関
連についての調査（横断調査）から構成され
る。 

 
３．研究の方法 

対象は 35～69歳までの男女である。本研
究費の支援を受けた9研究グループが協力し、
各地域において参加者を募集する。住民、検
診機関受診者、病院受診者から参加者を募集
する。2005 年度から 2011 年度までを登録期
間として、それぞれの参加者について参加後
5年たった時点で第二次調査を行う。 
生活習慣、健診結果、血液検体（血清、血

漿、バフィーコート）を連結可能匿名化して
中央事務局（名古屋大学医学系研究科）にて
収集管理する。 

追跡調査では、2025 年までのがん罹患と死
亡を対象とする。がん罹患はがん登録や本人
への問い合わせにより確認し、本人の同意が
ある場合には診断された病院への照会も行
う。転出や死亡は定期的に住民票照会を行っ
て確認する。住民票照会や死亡原因の確認に
ついては参加時に同意を得る。 
同様な生活歴調査票を用いている九州大

学のCOEのコホート研究とも連合して研究を
すすめる。 
 
４．研究成果 
鹿児島大学、佐賀大学、徳島大学、京都府

立医科大学、愛知県がんセンター、名古屋市
立大学、名古屋大学、滋賀医科大学、千葉県
がんセンターにて参加者募集が行われ、九州
大学の COE コホート（募集数 10,347 人）と
連合して研究が実施中である。鹿児島大学
（募集数 5,032 人）、佐賀大学（募集数 12,078
人）、名古屋大学静岡地区（募集数 5,040人）
については募集を終了し、他の研究グループ
は平成 21 年度も参加者を募集中である。平
成 22 年 1 月末時点での登録数は 9 研究グル
ープで 48,000 人、九州大学の COE コホート
研究と合わせると 58,000 人となった。 
参加者には、生活習慣調査票への記入と追

跡調査の同意を必須とした。血液提供の依頼
も行い、同意が得られた場合には血液 14ml

を研究用に採取した。採取された血液から、
血清と血漿をそれぞれ 8 本のチューブ（1 本
あたり 300μｌ）に分注し、各 4 本を中央事
務局が保管している。遺伝子解析用にバフィ
ーコートは２本のチューブ（1 本あたり 300

μｌ）に分注し、1 本を中央事務局で保管し

日本多施設共同コーホート研究
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ている。2010 年 1 月末までに中央事務局で
は、血清 149,000 本、血漿 149,000 本、バフ
ィーコート 37,000 本を保管管理している。 

健診施設や募集時点で健診を実施してい
る場合には、健診の結果も研究に使用するこ
とを説明し同意を得た。 

これまでに、中央事務局に保管されたバフ
ィーコートから九州大学のCOEコホート研究
を含めた 10 研究グループの約 4,600 人分の
DNA を抽出し、108 の遺伝子多型について測
定を実施した。なお、これらの遺伝子多型と、
健診で得られた血圧、肥満度、血清脂質値な
どの生体指標について解析を行う。 

また、日本多施設共同コーホート研究では
長期間にわたって検体を保存した後に測定
を実施するため、検体を冷凍するまでの状況
や検体保存温度による測定値の違いを検討
するための検体も保管している（Naito et al. 
Nagoya J Med Sci 2008）。 

各研究グループは自施設で収集した分に
ついて、独自に研究を実施している。これま
でに、参加率に関しての報告（Hara et al. J 
Epidemiol 2009, Asai et al. Nagoya J Med 
Sci 2009）、CYP19A1 遺伝子多型と閉経後女性
の性ホルモン濃度に関する報告、森林浴の頻
度についての報告（森田ほか、日本森林学雑
誌 印刷中）を行った。 
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